
(57)【要約】

【課題】使い勝手を保ちながらもより安全に加熱調理を

行うことのできる機能を有する加熱調理器を提供するこ

とを目的とする。

【解決手段】調理鍋８を加熱する加熱手段５と、加熱手

段５の加熱動作を制御する加熱制御部４と、加熱制御部

４に加熱調理を行うための命令を入力する操作部６と、

操作部６に設け動作モードの切り替えを行う調理モード

切り替え手段７とを備え、この調理モード切り替え手段

７により、機器が備えている機能を制限するか否かの設

定を行うようにしたものである。これによって、調理モ

ード切り替え手段７の動作モードの切り替えにより、使

い勝手を保ちながらもより安全に加熱調理を行うことが

できるものである。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
調 理 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 加 熱 手 段 の 加 熱 動 作 を 制 御 す る 加 熱 制 御 部 と 、 前 記 加
熱 制 御 部 に 加 熱 調 理 を 行 う た め の 命 令 を 入 力 す る 操 作 部 と 、 前 記 操 作 部 に 設 け 動 作 モ ー ド
の 切 り 替 え を 行 う 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 と を 備 え 、 前 記 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 に よ り
、 機 器 が 備 え て い る 機 能 を 制 限 す る か 否 か の 設 定 を 行 う よ う に し た 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ２ 】
調 理 鍋 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 を 備 え 、 加 熱 制 御 部 は あ る 制 御 温 度 の 値 を 有 し 、 前
記 加 熱 制 御 部 は 、 温 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 し た 検 出 温 度 が 前 記 制 御 温 度 に 達 し た 場 合 、 加
熱 手 段 の 出 力 を 抑 制 す る 温 度 過 昇 防 止 機 能 を 備 え た 請 求 項 １ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ３ 】
操 作 部 に 調 理 温 度 を 入 力 す る 温 度 設 定 手 段 を 有 し 、 加 熱 制 御 部 は 、 温 度 検 出 手 段 に よ り 検
出 し た 検 出 温 度 が 前 記 温 度 設 定 手 段 に よ り 設 定 し た 設 定 温 度 と な る よ う に 加 熱 動 作 を 制 御
す る 温 度 調 節 機 能 を 備 え 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 に よ り 、 前 記 温 度 設 定 手 段 に よ り 設 定
で き る 温 度 の 上 限 の 切 り 替 え を 行 う 構 成 と し た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ４ 】
操 作 部 は 、 加 熱 手 段 の 動 作 時 間 を 設 定 す る タ イ マ 設 定 手 段 を 備 え 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手
段 に よ り 、 前 記 タ イ マ 設 定 手 段 に よ り 設 定 で き る タ イ マ の 上 限 の 切 り 替 え を 行 う 構 成 と し
た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ５ 】
操 作 部 は 、 一 定 時 間 操 作 さ れ な け れ ば 加 熱 手 段 の 加 熱 動 作 を 停 止 す る 切 り 忘 れ 防 止 機 能 を
備 え 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 に よ り 、 切 り 忘 れ 防 止 機 能 が 動 作 す る 時 間 の 切 り 替 え を 行
う こ と が で き る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ６ 】
操 作 部 は 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 に よ る 動 作 モ ー ド を 表 示 す る 動 作 モ ー ド 表 示 手 段 を 備
え た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ７ 】
操 作 部 に 記 憶 手 段 を 設 け 、 前 記 記 憶 手 段 に 、 動 作 モ ー ド を 記 憶 さ せ て お き 、 電 源 の 供 給 が
停 止 し た 場 合 に も 以 前 の 状 態 に 復 帰 す る よ う に 動 作 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 請 求 項 ８ 】
調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 の 入 力 を 、 一 定 時 間 受 け 付 け る こ と に よ り 初 め て 有 効 と な る 請 求
項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 加 熱 調 理 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 本 来 有 す る 機 能 を 制 限 す る こ と に よ り 、 よ り 安 全 に 加 熱 調 理 で き る 動 作 モ ー
ド を 備 え た 加 熱 調 理 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 加 熱 調 理 器 と し て は 、 操 作 部 か ら 入 力 さ れ て も 、 選 択 部 に て 選 択 さ れ た
命 令 で あ れ ば 、 そ の 命 令 を 選 択 す る よ う に 動 作 す る よ う に し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 披 加 熱 物 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 １ ０ １ 、 加 熱 手 段 １ ０ １ の 加
熱 動 作 を 制 御 す る 加 熱 制 御 部 １ ０ ２ 、 加 熱 制 御 部 １ ０ ２ に 加 熱 調 理 を 行 う た め の 命 令 を 入
力 す る 操 作 部 １ ０ ３ 、 加 熱 制 御 部 １ ０ ２ へ の 命 令 を 検 出 す る 検 出 部 １ ０ ４ 、 加 熱 制 御 部 １
０ ２ へ の 命 令 の う ち 、 無 効 と す る 命 令 を 選 択 す る 選 択 部 １ ０ ５ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 検 出 部 １ ０ ４ は 、 操 作 部 １ ０ ３ か ら 入 力 さ れ て も 、 選 択 部 １ ０ ５ に
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て 選 択 さ れ た 命 令 で あ れ ば 、 そ の 命 令 を 選 択 す る よ う に 動 作 す る 。 す な わ ち 、 使 用 者 は 誤
操 作 が 発 生 す る 恐 れ の あ る 命 令 を あ ら か じ め 無 効 と す る よ う に 選 択 し 、 操 作 部 １ ０ ３ を 操
作 す る こ と に よ り 、 操 作 部 １ ０ ３ の 誤 操 作 を 少 な く す る こ と が で き 、 安 全 性 を 確 保 す る こ
と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ５ ８ ３ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 選 択 部 １ ０ ５ に て 選 択 さ れ て い れ ば 、 操 作 部 １ ０
３ か ら 入 力 さ れ た 命 令 は 全 て 無 効 に さ れ て し ま い 、 ま た 、 無 効 と す る 命 令 を 使 用 者 が あ ら
か じ め 選 択 し て お か な け れ ば な ら ず 、 決 し て 使 い 勝 手 が い い も の で あ る と は い え な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 使 い 勝 手 を 保 ち な が ら も よ り 安 全 に 加 熱
調 理 を 行 う こ と の で き る 機 能 を 有 す る 加 熱 調 理 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 は 、 動 作 モ ー ド の 切 り 替 え を 行
う 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 を 備 え 、 こ の 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 に よ り 、 機 器 が 備 え て い
る 機 能 を 制 限 す る か 否 か の 設 定 を 行 う よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に よ っ て 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 の 動 作 モ ー ド の 切 り 替 え に よ り 、 使 い 勝 手 を 保
ち な が ら も よ り 安 全 に 加 熱 調 理 を 行 う こ と が で き る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 器 は 、 動 作 モ ー ド の 切 り 替 え に よ り 、 使 い 勝 手 を 保 ち な が ら も よ り 安
全 に 加 熱 調 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 調 理 鍋 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 前 記 加 熱 手 段 の 加 熱 動 作 を 制 御 す る 加 熱
制 御 部 と 、 前 記 加 熱 制 御 部 に 加 熱 調 理 を 行 う た め の 命 令 を 入 力 す る 操 作 部 と 、 前 記 操 作 部
に 設 け 動 作 モ ー ド の 切 り 替 え を 行 う 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 と を 備 え 、 前 記 調 理 モ ー ド 切
り 替 え 手 段 に よ り 、 機 器 が 備 え て い る 機 能 を 制 限 す る か 否 か の 設 定 を 行 う よ う に し た こ と
に よ り 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 の 動 作 モ ー ド の 切 り 替 え で 、 使 い 勝 手 を 保 ち な が ら も よ
り 安 全 に 加 熱 調 理 を 行 う こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 調 理 鍋 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 を 備
え 、 加 熱 制 御 部 は あ る 制 御 温 度 の 値 を 有 し 、 前 記 加 熱 制 御 部 は 、 温 度 検 出 手 段 に よ り 検 出
し た 検 出 温 度 が 前 記 制 御 温 度 に 達 し た 場 合 、 加 熱 手 段 の 出 力 を 抑 制 す る 温 度 過 昇 防 止 機 能
を 備 え た こ と に よ り 、 利 用 者 が 誤 っ て 高 火 力 で の 調 理 を 連 続 し て 行 う こ と を 避 け 、 安 全 性
を 優 先 し た 加 熱 調 理 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 に お い て 、 操 作 部 に 調 理 温 度 を 入 力 す る 温
度 設 定 手 段 を 有 し 、 加 熱 制 御 部 は 、 温 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 し た 検 出 温 度 が 前 記 温 度 設 定
手 段 に よ り 設 定 し た 設 定 温 度 と な る よ う に 加 熱 動 作 を 制 御 す る 温 度 調 節 機 能 を 備 え 、 調 理
モ ー ド 切 り 替 え 手 段 に よ り 、 前 記 温 度 設 定 手 段 に よ り 設 定 で き る 温 度 の 上 限 の 切 り 替 え を
行 う 構 成 と し た こ と に よ り 、 利 用 者 が 誤 っ て 高 温 で の 調 理 を 行 う こ と を 避 け 、 安 全 性 を 優
先 し た 加 熱 調 理 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ３ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 操 作 部 は 、 加 熱 手 段
の 動 作 時 間 を 設 定 す る タ イ マ 設 定 手 段 を 備 え 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 に よ り 、 前 記 タ イ
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マ 設 定 手 段 に よ り 設 定 で き る タ イ マ の 上 限 の 切 り 替 え を 行 う 構 成 と し た こ と に よ り 、 利 用
者 が 誤 っ て 長 時 間 の タ イ マ 調 理 を 設 定 す る こ と を 避 け 、 安 全 性 を 優 先 し た 加 熱 調 理 を 実 現
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ４ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 操 作 部 は 、 一 定 時 間
操 作 さ れ な け れ ば 加 熱 手 段 の 加 熱 動 作 を 停 止 す る 切 り 忘 れ 防 止 機 能 を 備 え 、 調 理 モ ー ド 切
り 替 え 手 段 に よ り 、 切 り 忘 れ 防 止 機 能 が 動 作 す る 時 間 の 切 り 替 え を 行 う こ と が で き る こ と
に よ り 、 利 用 者 が 誤 っ て 、 加 熱 動 作 の 停 止 を 忘 れ た 場 合 で も 、 短 時 間 で 自 動 的 に 加 熱 を 停
止 す る こ と で 、 よ り 安 全 性 を 優 先 し た 加 熱 調 理 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ５ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 操 作 部 は 、 調 理 モ ー
ド 切 り 替 え 手 段 に よ る 動 作 モ ー ド を 表 示 す る 動 作 モ ー ド 表 示 手 段 を 備 え た こ と に よ り 、 利
用 者 は 視 覚 的 に 明 確 に な り 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 操 作 部 に 記 憶 手 段 を
設 け 、 前 記 記 憶 手 段 に 、 動 作 モ ー ド を 記 憶 さ せ て お き 、 電 源 の 供 給 が 停 止 し た 場 合 に も 以
前 の 状 態 に 復 帰 す る よ う に 動 作 す る 構 成 と し た こ と に よ り 、 加 熱 調 理 器 の 電 源 を 切 っ た 場
合 に お い て も 、 再 度 電 源 を 投 入 さ れ た と き に 以 前 の 状 態 に 復 帰 す る こ と が で き る た め 、 利
用 者 が 動 作 モ ー ド を 誤 っ て 使 用 す る こ と を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ８ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ７ の い ず れ か １ つ の 発 明 に お い て 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え
手 段 の 入 力 を 、 一 定 時 間 受 け 付 け る こ と に よ り 初 め て 有 効 と な る こ と に よ り 、 容 易 に 動 作
モ ー ド を 切 り 替 え る こ と が で き な い た め 、 利 用 者 の 誤 操 作 に よ る 調 理 モ ー ド の 切 り 替 え を
避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ 、 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 加 熱 調 理 器 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 加 熱 調 理 器 は 、 機 器 の 外 郭 を 構 成 す る 本 体 １ と 、 本 体 １ の 上 面 に
設 け た 耐 熱 性 ガ ラ ス 製 の ト ッ プ プ レ ー ト ２ と 、 ト ッ プ プ レ ー ト ２ の 外 周 縁 を 覆 っ た ト ッ プ
フ レ ー ム ３ と 、 ト ッ プ プ レ ー ト ２ に お け る 加 熱 部 ５ ａ の 下 面 に 対 向 し て 位 置 し 調 理 鍋 ８ を
加 熱 す る 加 熱 手 段 ５ と 、 加 熱 手 段 ５ の 加 熱 動 作 を 制 御 す る 加 熱 制 御 部 ４ と 、 加 熱 制 御 部 ４
に 加 熱 調 理 を 行 う た め の 命 令 を 入 力 す る 操 作 部 ６ と 、 操 作 部 ６ に 設 け 動 作 モ ー ド の 切 り 替
え を 行 う 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 ７ と を 備 え た も の で あ る 。 そ し て 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え
手 段 ７ に よ り 、 機 器 が 備 え て い る 機 能 を 制 限 す る か 否 か の 設 定 を 行 う よ う に し て い る 。 す
な わ ち 、 機 器 の 調 理 性 能 を 最 大 限 に 使 用 し て 調 理 を 行 う 動 作 モ ー ド １ と 、 機 器 の 調 理 性 能
を 制 限 し て 安 全 性 を 優 先 し て 調 理 を 行 う 動 作 モ ー ド ２ と を 切 り 替 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 加 熱 手 段 ５ は 、 誘 導 加 熱 に よ り 調 理 鍋 ８ を 加 熱 し 収 容 し た 調
理 物 を 調 理 す る 誘 導 加 熱 コ イ ル に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 加 熱 部 ５ ａ は 加 熱 手 段 ５ と
対 向 す る ト ッ プ プ レ ー ト ２ 上 の 位 置 に 設 け ら れ 、 こ こ に 調 理 鍋 ８ が 載 置 さ れ る 。 ま た 、 ト
ッ プ プ レ ー ト ２ の 上 面 手 前 側 に は 、 加 熱 制 御 部 ４ に 対 応 し て 設 け た 加 熱 調 理 を 行 う た め の
命 令 を 入 力 す る 操 作 部 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 加 熱 手 段 ５ は 、 誘 導 加 熱 に よ り 調 理 鍋 ８ を 加 熱 す る こ と で 調 理 物 を 加 熱 す る 誘 導
加 熱 で は な く 、 誘 導 加 熱 で は 使 用 で き な い 調 理 鍋 を 加 熱 で き る ラ ジ ェ ン ト ヒ ー タ に よ り 構
成 さ れ て い て も 良 い 。 ま た 、 操 作 部 ６ は ト ッ プ プ レ ー ト ２ で は な く ト ッ プ フ レ ー ム ３ に 設
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け る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 ７ は 、 通 常 操 作 と は 異 な る 操 作 、 す な わ ち 、 通 常 調 理
に 用 い る ス イ ッ チ を 長 押 し す る 、 専 用 の 選 択 ス イ ッ チ を 設 け て 構 成 す る と い っ た も の で あ
る が 、 特 に 、 そ の 手 段 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 上 記 加 熱 調 理 器 の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 使 用 者 は 調 理 す る に 当 た っ て 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 ７ に よ り 、 動 作 モ ー ド １ か 動 作
モ ー ド ２ か を 選 択 す る 。 動 作 モ ー ド １ を 選 択 し た 場 合 、 加 熱 調 理 器 が 有 し て い る 機 能 を 制
限 す る こ と な く 調 理 を 行 う こ と が で き 、 動 作 モ ー ド ２ を 選 択 し た 場 合 、 加 熱 調 理 器 が 有 し
て い る 機 能 を 制 限 す る こ と に よ り 、 よ り 安 全 な 調 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 例 え ば 、 動 作 モ ー ド １ 中 は 、 利 用 可 能 な 最 大 火 力 を 制 限 す る 機 能 を 備 え て い る 。 す な わ
ち 、 加 熱 手 段 ５ の 最 大 出 力 火 力 が ３ ０ ０ ０ Ｗ の 加 熱 調 理 器 に お い て 、 動 作 モ ー ド １ で は 、
機 能 を 制 限 す る こ と な く 、 最 大 ３ ０ ０ ０ Ｗ の 出 力 火 力 に よ り 加 熱 調 理 を 行 う こ と が で き る
。 し か し な が ら 、 動 作 モ ー ド ２ で は 、 最 大 火 力 を ２ ０ ０ ０ Ｗ に 制 限 す る こ と に よ り 、 加 熱
調 理 器 は 出 力 火 力 ３ ０ ０ ０ Ｗ の 性 能 を 有 し て い る に も か か わ ら ず 、 利 用 者 は 、 最 大 で も ２
０ ０ ０ Ｗ ま で し か 使 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 を 備 え る こ と に よ り 、 使 用
者 や 使 用 方 法 に 応 じ て 、 使 用 で き る 機 能 を 限 定 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 子 供 や お 年 寄 り
が 調 理 を 行 う と き や 、 長 時 間 の 調 理 を 行 う と き な ど に お い て 、 よ り 安 全 を 確 保 し て 調 理 を
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 加 熱 調 理 器 を 示 す も の で あ る 。 加 熱 調 理 器 の 全
体 構 成 に つ い て は 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 調 理 鍋 ８ の 温 度 を 間 接 的 に 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 ９ が 、 ト ッ プ プ レ
ー ト ２ と 加 熱 手 段 ５ の 間 に 配 置 さ れ 、 加 熱 制 御 部 ４ は あ る 制 御 温 度 Ｔ を 有 し て い る 。 こ の
と き 、 加 熱 制 御 部 ４ は 、 温 度 検 出 手 段 ９ に よ り 検 出 し た 温 度 が 、 加 熱 制 御 部 ４ に あ ら か じ
め 設 定 さ れ て い る 制 御 温 度 Ｔ に 達 し た 場 合 、 加 熱 手 段 ５ の 出 力 を 抑 制 す る 温 度 過 昇 防 止 機
能 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 に お い て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 動 作 モ ー ド ２ で は 、 出 力 を 抑 制 す る 制
御 温 度 Ｔ を 低 く し た 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 動 作 モ ー ド １ で は 、 ２ ０ ０ ０ Ｗ 加 熱 時 に お い て 、 制 御 温 度 Ｔ を ２ ５ ０ ℃ に 設 定
さ れ て お り 、 温 度 検 出 手 段 ９ に よ り 検 出 し た 温 度 が 、 ２ ５ ０ ℃ に 達 し た 場 合 、 出 力 を １ ５
０ ０ Ｗ に 抑 制 す る が 、 動 作 モ ー ド ２ で は 、 制 御 温 度 Ｔ を ２ ０ ０ ℃ と 低 く 設 定 す る こ と に よ
り 、 動 作 モ ー ド １ と 比 較 し て 、 出 力 を １ ５ ０ ０ Ｗ に 抑 制 す る タ イ ミ ン グ を 早 め る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 温 度 過 昇 防 止 機 能 を 備 え て い る こ と に よ り 、 揚 げ 物
調 理 な ど の 高 温 設 定 で の 温 度 調 節 調 理 を 制 限 す る で 、 利 用 者 の 誤 操 作 な ど に よ る 温 度 過 昇
を 防 止 し 、 よ り 安 全 に 調 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 加 熱 調 理 器 を 示 す も の で あ る 。 加 熱 調 理 器 の 全
体 構 成 に つ い て は 実 施 の 形 態 １ 、 ２ と 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 操 作 部 ６ に 、 利 用 者 が 調 理 温 度 の 設 定 を 入 力 す る 温 度 設 定 手 段 １ １
が 配 置 さ れ て い る 。 こ の と き 、 加 熱 制 御 部 ４ は 、 温 度 検 出 手 段 ９ に よ り 検 出 し た 温 度 Ｔ ａ
と 、 温 度 設 定 手 段 １ １ に 設 定 さ れ た 温 度 Ｔ ｂ に よ り 、 加 熱 手 段 ５ の 出 力 を 調 節 し 、 調 理 鍋
８ の 調 理 温 度 が 、 温 度 設 定 手 段 １ １ に 設 定 さ れ た 温 度 Ｔ ｂ と な る よ う な 制 御 を 行 う こ と に
よ り 、 温 度 調 節 調 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 に お い て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 動 作 モ ー ド ２ で は 、 温 度 設 定 手 段 １ １
に 設 定 で き る 温 度 Ｔ ｂ の 上 限 を 制 限 す る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 動 作 モ ー ド １ に お い て 、 温 度 設 定 手 段 １ １ に 設 定 で き る 温 度 が 、 １ ０ ℃ 刻 み で
１ ４ ０ ℃ か ら ２ ０ ０ ℃ ま で の ７ 段 階 で あ っ た 場 合 、 動 作 モ ー ド ２ に お い て は 、 １ ０ ℃ 刻 み
で １ ４ ０ ℃ か ら １ ６ ０ ℃ ま で の ３ 段 階 に 限 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 温 度 調 節 機 能 を 備 え た こ と に よ り 、 揚 げ 物 調 理 な ど
の 高 温 設 定 で の 温 度 調 節 調 理 を 制 限 す る こ と に よ り 、 利 用 者 の 誤 操 作 な ど に よ る 温 度 過 昇
を 防 止 し 、 よ り 安 全 に 調 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 加 熱 調 理 器 を 示 す も の で あ る 。 加 熱 調 理 器 の 全
体 構 成 に つ い て は 実 施 の 形 態 １ 、 ３ と 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 操 作 部 ６ に 、 加 熱 手 段 ５ を 所 定 時 間 動 作 さ せ る タ イ マ の 動 作 時 間 を
設 定 す る タ イ マ 設 定 手 段 １ ２ と 、 タ イ マ の 残 時 間 を 表 示 す る タ イ マ 表 示 手 段 （ 図 示 せ ず ）
と を 備 え 、 加 熱 制 御 部 ４ は 、 タ イ マ 設 定 手 段 １ ２ に 設 定 さ れ た タ イ マ 時 間 の み 、 加 熱 手 段
５ を 動 作 さ せ る 。 す な わ ち 、 利 用 者 が タ イ マ 設 定 手 段 １ ２ で １ ０ 分 と 設 定 す る と 、 加 熱 制
御 部 ４ は 加 熱 手 段 ５ を １ ０ 分 間 動 作 さ せ た 後 、 停 止 さ せ る 。 そ の 際 、 タ イ マ 表 示 手 段 は タ
イ マ の 残 時 間 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 に お い て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 動 作 モ ー ド ２ に お い て は 、 タ イ マ 設 定
手 段 １ ２ で 設 定 可 能 な タ イ マ 時 間 の 上 限 を 短 く す る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 例 え ば 、 動 作 モ ー ド １ で は 、 タ イ マ 設 定 手 段 １ ２ に よ り 設 定 可 能 な タ イ マ 時 間 が ９ 時 間
３ ０ 分 ま で で あ る の に 対 し 、 動 作 モ ー ド ２ で は 、 設 定 可 能 な タ イ マ 時 間 の 上 限 を １ 時 間 ま
で と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 タ イ マ 設 定 手 段 を 備 え 、 動 作 モ ー ド ２ で は 、 設 定 可
能 な タ イ マ 時 間 の 上 限 を １ 時 間 ま で と す る こ と に よ り 、 利 用 者 が タ イ マ 設 定 を 誤 っ て 長 時
間 に 設 定 し て 離 れ て し ま っ た 場 合 な ど に お い て 、 調 理 物 が 長 時 間 高 温 に な る こ と を 防 止 し
、 通 常 使 用 時 に 比 べ よ り 安 全 に 加 熱 調 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 加 熱 調 理 器 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 実 施 の 形 態 ４ に お い て 、 利 用 者 が 操 作 部 ６ の 操 作 を 一 定 時 間 行 わ な
い 場 合 、 加 熱 制 御 部 ４ は 加 熱 手 段 ５ の 出 力 を 停 止 す る 、 切 り 忘 れ 防 止 機 能 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 例 え ば 、 利 用 者 が 動 作 モ ー ド １ で 操 作 部 ６ の 操 作 を ４ ５ 分 間 行 わ な け れ ば 、 加 熱 制 御 部
４ は 加 熱 手 段 ５ の 出 力 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 以 上 の よ う な 構 成 に お い て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 動 作 モ ー ド ２ に お い て は 、 切 り 忘 れ 防
止 機 能 が 働 く ま で の 時 間 を 短 く 設 定 す る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 例 え ば 、 動 作 モ ー ド １ で は 、 利 用 者 が 操 作 部 ６ の 操 作 を ４ ５ 分 間 行 わ な い 場 合 、 加 熱 制
御 部 ４ は 加 熱 手 段 ５ の 出 力 を 停 止 す る の に 対 し 、 動 作 モ ー ド ２ で は 、 操 作 部 ６ の 操 作 を １
０ 分 間 行 わ な け れ ば 出 力 を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 切 り 忘 れ 防 止 機 能 を 備 え て い る こ と に よ り 、 利 用 者
が 調 理 器 の 動 作 を 切 り 忘 れ た 場 合 な ど に お い て 、 短 時 間 で 停 止 す る た め 、 通 常 使 用 時 に 比
べ て よ り 安 全 に 加 熱 調 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ６ ）
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に お け る 加 熱 調 理 器 を 示 す も の で あ る 。 加 熱 調 理 器 の 全
体 構 成 に つ い て は 実 施 の 形 態 １ 、 ４ と 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 操 作 部 ６ に 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 ７ に よ る 動 作 モ ー ド を 表 示 す
る 動 作 モ ー ド 表 示 手 段 １ ３ を 備 え た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 動 作 モ ー ド １ で あ る か 、 動
作 モ ー ド ２ で あ る か を 表 示 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 動 作 モ ー ド 表 示 手 段 １ ３ を 備 え た こ と に よ り 、 利 用
者 は 視 覚 的 に 明 確 に な り 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ７ ）
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に お け る 加 熱 調 理 器 を 示 す も の で あ る 。 加 熱 調 理 器 の 全
体 構 成 に つ い て は 実 施 の 形 態 １ 、 ６ と 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 操 作 部 ６ に 記 憶 手 段 １ ４ を 設 け 、 前 記 記 憶 手 段 １ ４ に 、 動 作 モ ー ド
１ で あ る か 、 動 作 モ ー ド ２ で あ る か を 記 憶 さ せ て お き 、 電 源 の 供 給 が 停 止 し た 場 合 に も 以
前 の 状 態 に 復 帰 す る よ う に 動 作 す る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 記 憶 手 段 を 設 け る こ と に よ り 、 加 熱 調 理 器 の 電 源 を
切 っ た 場 合 に お い て も 、 再 度 電 源 を 投 入 さ れ た と き に 以 前 の 状 態 に 復 帰 す る こ と が で き る
た め 、 利 用 者 が 動 作 モ ー ド を 誤 っ て 使 用 す る こ と を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ８ ）
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ８ に お け る 加 熱 調 理 器 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 、 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段 ７ の 入 力 を 、 一 定
時 間 受 け 付 け る こ と に よ り 初 め て 有 効 と な る よ う に し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 操 作 部 ６
に 設 け た ス イ ッ チ に て 動 作 モ ー ド の 切 り 替 え を 行 う 場 合 、 そ の ス イ ッ チ を ３ 秒 間 受 け 付 け
て 初 め て 動 作 モ ー ド の 切 り 替 え を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 容 易 に 動 作 モ ー ド を 切 り 替 え る こ と が で き な い た め
、 利 用 者 の 誤 操 作 に よ る 調 理 モ ー ド の 切 り 替 え を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 な お 、 上 記 し た 各 実 施 の 形 態 １ ～ ８ の 構 成 は 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 組 み 合 わ せ て 構 成 す る
こ と が で き る も の で あ り 、 各 実 施 の 形 態 に 示 し た 構 成 そ の も の に 限 定 さ れ る も の で は な い
。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 加 熱 調 理 器 は 、 動 作 モ ー ド の 切 り 替 え に よ り 、 使 い 勝 手
を 保 ち な が ら も よ り 安 全 に 加 熱 調 理 を 行 う こ と が で き る の で 、 加 熱 源 の 如 何 に か か わ ら ず
各 種 の 加 熱 調 理 器 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ 、 ８ に お け る 加 熱 調 理 器 の 平 面 図
【 図 ２ 】 同 加 熱 調 理 器 の 加 熱 制 御 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 加 熱 調 理 器 の 加 熱 制 御 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 加 熱 調 理 器 の 加 熱 制 御 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ 、 ５ に お け る 加 熱 調 理 器 の 加 熱 制 御 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に お け る 加 熱 調 理 器 の 加 熱 制 御 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に お け る 加 熱 調 理 器 の 加 熱 制 御 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ８ 】 従 来 の 加 熱 調 理 器 の 加 熱 制 御 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ２ 　 ト ッ プ プ レ ー ト
　 ４ 　 加 熱 制 御 部
　 ５ 　 加 熱 手 段
　 ６ 　 操 作 部
　 ７ 　 調 理 モ ー ド 切 り 替 え 手 段
　 ８ 　 調 理 鍋
　 ９ 　 温 度 検 出 手 段
　 １ １ 　 温 度 設 定 手 段
　 １ ２ 　 タ イ マ 設 定 手 段
　 １ ３ 　 動 作 モ ー ド 表 示 手 段
　 １ ４ 　 記 憶 手 段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ７ 】
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